
Ⅵ．畜産（H29 年 4 月）  

実 況  

 

１ 平成 28 年度 第 24 回 石川・福井合同肉牛枝肉販売会（平成 29 年 3 月 6 日） 

  頭数 
単価 

(円 /kg） 

販売価格 

(円/頭） 

枝肉重量 

(kg) 

BMS 

（No.) 

ロース芯 

面積（cm2） 

上物率 

（％） 

去勢 
福井 11 2,694 1,321,421 490 7.2 59.8 100 

全体 35 2,506 1,210,928 481 6.8 59.1 91 

雌 
福井 6 2,570 1,114,758 434 6.0 60.7 67 

全体 12 2,357 983,608 413 5.9 54.1    58 

全体の最高価格は、1,703,497円、去勢牛(平茂勝×白清 85の 3×北国 7の 8)、29.5カ月齢、A-

5(BMSNo11)、枝肉重量 586.2 ㎏、ロース芯面積 66 ㎠であり、出生地は宮崎県であった。福井の

枝肉単価は、前回より、去勢で 8円安く、雌で 102円高かった。 

 

２ 平成 28 年度 第 25 回 石川・福井合同肉牛枝肉販売会（平成 29 年 3 月 20 日） 

  頭数 
単価 
(円 /kg） 

販売価格 

(円/頭） 

枝肉重量 

(kg) 

BMS 

（No.) 

ロース芯 

面積（cm2） 

上物率 

（％） 

去勢 
福井 13 2,521 1,160,113 457 6.8 54.0 77 

全体 33 2,378 1,102,597 461 6.3 54.2 79 

雌 
福井 9 2,399 1,135,988 470 6.1 58.9 78 

全体 24 2,378 1,088,336 454 6.7 57.4 79 

全体の最高価格は、1,577,024 円、去勢牛(秀菊安×忠富士×福桜（宮崎）)、28.3 カ月齢、A-

5(BMSNo10)、枝肉重量 571.8㎏、ロース芯面積 59㎠であり、出生地は宮崎県であった。福井の枝

肉単価は、前回より、去勢で 173円安く、雌で 171円安かった。 

  

 

対 策  

■今月の重点ポイント  

・畜舎の換気・採光に留意し、畜舎床面の乾燥を保つ。  

 ・「飼養衛生管理基準」に基づいた衛生管理を徹底する。  

 

１ 家畜の飼養管理 

（１） 畜舎内外の雪囲い等施設は早めに取り除き、換気、採光に留意する。また、

気温上昇による細菌性疾病の発生が多くなるので、畜舎床面の乾燥を保つ

など適切な管理に努める。 

（２） 気温の上昇に伴いサイレージの二次発酵（好気的変敗）が起こりやすくな

るため、開封後はビニール等で被覆し空気の遮断に努める。また、カビなど

の発生が見られる場合は、家畜の安全に留意し廃棄する。 

 ２ 家畜の衛生管理 

  家畜の伝染病は、「飼養衛生管理基準」を再確認し、農場出入口での車両等の

消毒、踏み込み消毒槽の設置、専用長靴や専用衣服の整備、ヒト・モノの出入り

の管理を徹底するなど農場への侵入防止に努める。また、異状がみられた場合に

は直ちに家畜保健衛生所に連絡する。 

（１） 牛の衛生管理  

ロタウイルス病や牛コロナウイルス病等の下痢や牛伝染性鼻気管炎

（IBR）、牛ＲＳウイルス病等の呼吸器病の発生が懸念されることから、病

原体の農場への侵入防止に努める。  



（２）豚の衛生管理  

豚流行性下痢（PED）等のウイルス侵入防止に努めるとともに、発生時の

損害を最小限に抑えるため、適切にワクチン接種を行う。  

（３）鶏の衛生管理  

高病原性鳥インフルエンザウイルスは、渡り鳥を介して国内に侵入する

恐れがあるため、養鶏場での対策が重要となる。敷地内の消石灰散布等や、

鶏舎出入り時の長靴等の消毒を徹底する。鶏舎の隙間の点検・修繕、金網や

防鳥ネットの点検・補修を行い、野鳥やネズミ等の野生動物の侵入防止に

留意する。 


